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1. あらためて「現場知」について
～現場知研究が目指したもの～

「現場知」とは・・・

大規模災害の後、その応対者の話で、非常に多く出てきた内容・・・

多くが未経験の事態で、
既存の知識や・マニュアルだけでは対応できず

試行錯誤的な工夫や、
新たな知恵の創出により、乗り切らねばならなかった



1. あらためて「現場知」について ～現場知研究が目指したもの～

友正・有田・橋本（2014）

「現場知」の重要性 –災害復旧過程の多様性・複雑性の視点から-

平成26年度農業農村工学会大会講演会講演集，118-119

「災害対応の現場で、当面する課題を解決してきた実用的な対策や工夫、気付き、

教訓などを、のちに再現、参照可能な形で定式化したもの」 ⇒ 『現場知』

どのようなものかを明らかにし、伝え、考える必要がある・・・・

科学研究費 基盤研究（B）
現場知の体系化による農業農村分野における巨大地震災害対応マニュアルの構築

（2015. 4 ～2018. 3）

現場知研究グループ 12名
代表者：有田博之

郷古雅春、千葉克己、友正達美、服部俊宏、田村孝浩、福與徳文、中島正裕、
橋本 禅、落合基継、小野邦雄、内川義行

※対象は「農業農村事業分野」



300を超える「現場知」を収集・整理、
短時間で要点がわかるように

個票としてA4判1枚で提示

発災後の
①緊急対策、②直後対策、

③復旧対策、そして④発災前対策と、
時系列に沿って区分、体系化した

PDFデータ取得可能なサイト

宮城県：
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/nosonshin
/sinnsaitaiou2018.html

他

2020年農業農村工学会 優秀技術賞

調査・データ収集等
多大なご協力をいただいた皆様への感謝・御礼

本賞は、そうした方々すべての方によるもの・・



時系列ステージ 個票番号 キーワード

タイトル 箱書：要約説明

詳細内容

写真・図等による補足

※ 個票はすべてA4判1枚に収録

情報元災害 作成年月日 執筆者





参考例1





コラム（個票の理解を助ける関連情報など）の参考例





参考例2





参考例3



参考例4



参考例5



参考例6





有⽥ほか（2020）⼤規模震災復旧・復興時における現場知の組織的記録の提案,農村計画学会誌38（4）より⼀部改変

【現場知として抽出した事象の「区分」と例】

①日常の法制度・基準の運用時に
対応が困難な事象に対する知識・知恵

②制度・基準のない事象に対する知識・知恵

例）・査定において被害件数が膨大であったため、
中越地震のモデル査定方式に倣って簡便化を国に提案し実施

・津波被害の小さい地区で、農家が作付けを希望したとき、
除塩の基準はなかったが、協議の上、代かき除塩で対応

例）・発災による交通路等のライフラインの分断を知った出先幹部が、
復旧対策に必要な車両・ポンプ等の燃料確保のため、

管内業者が保有するタンクの重油の早期入手を指示

・現場写真の整理合理化のため、GPS付デジタルカメラを購入、
担当者に配布し対応した



有⽥ほか（2020）⼤規模震災復旧・復興時における現場知の組織的記録の提案,農村計画学会誌38（4）
より⼀部加筆

災害復旧・復興に求められる「知」としての現場知の特性

現場知専門知

形式知

暗黙知



【特性と課題】
・被災現場での対応は場所により異なる（固有性）

特定の場面で有効なことも （状況依存性） ⇒一般定式化が困難

・情報提供者の悩み
「知」と呼んでよいか？ 対応の正否判断の難しさ、記録への抵抗

∵『現場知』には
① 個人的判断が含まれる
② 最善の判断である根拠がない
③ 誰のアイデアかわからないものを自分名で出せない
④ 業務は連続的であるため切出（区分け）方がわからない など

・緊急時（平常時ではない）
ゆえの判断は、定式的、マニュアル的判断を超えざるを得ないが・・・

・記録自体は残す必要（業務日誌等含む）
⇒ 判断はあくまでその都度行う必要が

（ガイドブックもそのように読んでもらいたい）

・重要性は認識できるが、答えのないものへの対応力をいかに獲得できるか？



①自分が災害対応

の経験者で，個人的

に先輩・同輩・後輩

に経験を伝える機会

があった 

②自分が災害対応の

経験者で，勉強会，

情報交換会などを通

じて組織的に先輩・同

輩・後輩に経験を伝

える機会があった 

③先輩・同輩・後輩

から災害対応の経

験について個人的

に話を伺う機会が

あった 

④先輩・同輩・後輩

から災害対応の経

験について勉強会，

情報交換会などを通

じて組織的に話を伺

う機会があった 

⑤そのような機

会はなかった 
計 

83 30 90 51 42 296 

40% 14% 43% 25% 20% － 

 

アンケート（1）

あなたの所属（⼊庁後これまでを含む）において，岩⼿・宮城内陸地震（2008年）や東⽇本⼤
震災（2011年）での災害対応の経験について，先輩・同輩・後輩と情報共有する機会がありま
したか？あてはまるもの全てにマークしてください。

2. 宮城県職員アンケート（2021）結果から
2021年8⽉ 宮城県が実施。

県職員の農業⼟⽊技術職員212名を対象に。（有効回答者数：208）

※割合は設問回答者数を有効回答数（208）で除して算出



アンケート（3）

東⽇本⼤震災以後，災害対応の経験について県外へ照会を⾏ったり，問い合わせを受けた
経験はありますか？あてはまるもの1つにマークしてください。

2. 宮城県職員アンケート（2021）結果から
2021年8⽉ 宮城県が実施。

県職員の農業⼟⽊技術職員212名を対象に。（有効回答者数：208）

①ある ②ない 無回答 計

20 188 0 208

10% 90% 0% 100%

アンケート（5）

(3)で①を選んだ⽅にお伺いします。照会や問い合わせの内容は何らかの形で記録され，抽出可
能な状態になっていますか？あてはまるもの１つにマークしてください。

①記録があり抽出可能
②記録はあるがその場

での活用のみ
③記録は特にしていない 計

6 6 8 20

30% 30% 40% 100%

※ 通常業務の中での対応の難しさ・・・？



アンケート（7）
東⽇本⼤震災における農業農村整備分野の災害対応の経験をまとめたガイドブック「現場知に
学ぶ 農業・農村震災対応ガイドブック2018」があること知っていますか？あてはまるもの１
つにマークしてください。

2. 宮城県職員アンケート（2021）結果から

①知らなかった
②知っているが読ん

だことはない
③知っており一部読

んだことがある
④知っており通して
読んだことがある

無回答 計

103 63 35 7 0 208

50% 30% 17% 3% 0% 100%



在職年別 災害対応経験別

2. 宮城県職員アンケート（2021）結果から

①知らなかった
②知っているが読ん

だことはない
③知っており一部読

んだことがある
④知っており通して
読んだことがある

無回答 計

103 63 35 7 0 208

50% 30% 17% 3% 0% 100%



アンケート 職員の年齢構成

①10代 ②20代 ③30代 ④40代 ⑤50代
⑥60歳以

上
無回答 計

9 33 32 63 70 2 0 209

4% 16% 15% 30% 33% 1% 0% 100%



3. 災害「現場知」の継承について
【特性と課題】から

・被災現場での対応は場所により異なる（固有性）
特定の場面で有効なことも （状況依存性） ⇒一般定式化が困難

・緊急時（平常時ではない）
ゆえの判断は、定式的、マニュアル的判断を超えざるを得ないが・・・

・答えのないものへの対応力をいかに獲得できるか？

通常の教育、研修方式での学びの限界・・・

臨機に対応できる現場対応力・次世代人材育成

（いつの時代でも言われてきたことだが、スピード急速化
VUCA時代 変動性・不確実性・複雑性・曖昧性

Volatility・Uncertainty・Complexity・Ambiguityの頭文字を取った造語）



4. 「現場知」新たな展開に向けて

・臨機応変に対応可能な人材教育

⇒ 産官学による低年齢層や
地域での継続的連携によるプログラムの必要性

・現場知は、主に東日本大震災等の大規模災害を対象にした

⇒ 近年は頻繁な豪雨災害等の広範な事象への社会要求
現場知の学びを、今後どのように展開活用できる
か？

後の
高校生による事例発表も楽しみに
パネルディスカッションで話題に




